
３回生 必修教科「技術」授業のシラバス 
教科名 技術・家庭 科目名 技術分野 単位数 １７ 時間 

科目の 
目標 

（１）生活や社会で利用されている材料、加工、生物育成、エネルギー変換及び情報の技術についての基礎的な理解を図ると
ともに、それらに係る技能を身に付け、施術と生活や社会、環境とのかかわりについて理解を深める。 

（２）生活や社会の中から技術に係る問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、製作図等に表現し、施策等を通じて
具体化し、実践を評価・改善するなど、課題を解決する力を養う。 

（３）より良い生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を

養う。 

教科書 技術・家庭 技術分野（開隆堂） 副教材  

 
１ 学習の目標 
情報の技術の見方・考え方を働かせた実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用されている技術についての基礎的な理解を図り、

それらに係る技能を身に付け、生活や社会・環境との関わりについて理解を深めるとともに生活や社会の中からこれらの技術に関わる問題を
見いだして課題を設定し、解決する力、より良い生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実にこれらの技術を工夫し創造しようと
する実践的な態度を育成する。 

 
２ 学習の方法 
（１）予習について 

○特にありません。 
（２）授業について 

○コンピュータを活用した実習を行います。 

（３）復習について 
○１回生の時に学習した情報の技術について確認しましょう。 
 

〈学習アドバイス〉 
○レポート提出を行います。 

○総合の授業との関わりにのなかで制作されたデジタル作品なども評価の対象となります。 

 
３ 評価について 
（１）評価の観点 

観 点 趣 旨 

①知識・技能 
ものづくりやエネルギー利用及び生物育成等に関する技術について基礎的な理解を図るとともに、関わる技能を身
につけ、技術と生活・環境との関わりについて理解を深める。 

②思考・判断・表現 
生活と技術に関わる課題を見いだし、解決策を構想し、実勢による具体化、評価改善を通して、課題を解決する力
を養う。 

③主体的に学習に取
り組む態度 

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、工夫・創造しようとする態度を養う。 

 
（２）評価の方法（以下観点①～③は「（１）評価の観点」と対応する） 

評価材料  
観点 

定期 
考査 

単元 
ﾃｽﾄ 

小 
ﾃｽﾄ 

実技 
実習 

発言
発表 

作品 
レポ 
―ト 

ﾉｰﾄ 
ワーク
シート 

討議    
 

①知識・技能    ○     ○      

②思考・判断・表現    ◎ ○ ◎         

③主体的に学習に取り組む態度    ◎ ○ ◎   ○ ○     

 

〈担当者からのメッセージ〉 

○日常の生活を発展させた、ネットワーク技術や情報の役割について考えましょう。 
○情報を正しく探究活動に生かすための方法を学び、活用できるようにしましょう。 
○マイクロソフトオフィスのワード、エクセル、パワーポイントの発展的な操作ができるようになりましょう。 

■本校で目指す生徒像と身につける資質・能力 

高い知性 豊かな人間性 健康な心身 郷土愛と国際性 

探求心 情報活用力 調整力 

自律心 寛容さ 感受性 
生命尊 

重の心 

強くし

なやか

な心身 

日本人

として

の誇り 

多様性 

の尊重 
関心 

・意欲 

問題 

発見力 

情報 

収集力 

論理的 

思考力 

共感的 

態度 

意見交換 

・調整力 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ 
課題に関

心を持ち、

問題発見・

解決へ向

けて意欲

的に取り

組むこと

ができる。 

生じてい

る問題や

今後生じ

うる問題

について

理解し、解

決方法を

提案する

ことがで

きる。 

多様な視

点から必

要な情報

を収集し、

整理・分析

して、意見

に結びつ

けること

ができる 

事象や関

係を把握

し、多様な

情報を整

理・分析

し、論理的

に思考す

ることが

できる 

相手の感

情、思考、

行動を理

解し、共感

を示すこ

とができ

る。 

他者の主

張を理解

し、自分の

主張と調

整し、互い

に納得で

きる結論

を得るこ

とができ

る。 

強い意志

をもち、周

囲に流さ

れること

なく、困難

に立ち向

かうこと

ができる。 

異なる価

値観や多

様な特質

を理解し、

尊重しな

がら、互い

を高め合

うことが

できる。 

有形無形

の美や自

然に対し、

その価値

を素直に

受け止め

ることが

できる。 

命の尊さ

と健康の

大切さを

理解し、何

より自他

の生命を

尊重する

ことがで

きる。 

困難に負

けない強

い心と体

をもち、あ

らゆる課

題に対し

て柔軟な

対応がで

きる。 

郷土に対

する深い

理解と愛

着をもち、

日本のよ

さを伝え

ることが

できる。 

世界の多

様性を理

解し、多面

的・多角的

な視野か

ら他者と

接するこ

とができ

る。 

 

 

 

 

 



４ 授業計画   ※【知識・技能】→①、【思考・判断・表現】→②、【主体的に学習に取り組む態度】→③ 

月 単元 学習内容 評価の観点 考査等 資質・能力 
１
１ 
 
 

【実習】 
６ ディジタル作品の設計と制作 
 
ディジタル作品の構想（１）  
情報の収集と加工（２） 
作品の制作（２） 
作品発表（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【座学】（３） 
５ 情報モラルと知的財産 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ ディジタル作品の設計と製作 
作品の構想（２） 
素材集めと加工（２） 
作品の制作（２） 
見直しを発表準備（１） 
発表・相互評価（１） 

 
実技課題① 
「ワードプロセッサソフトの応用機能を
使おう」 
①文字加工（色、大きさ等） 
②オートシェイプ機能 
③画像挿入 
など 
 
実技課題② 
「大学訪問記録を作成しよう」 
①ワードの発展的な操作方法 
②ディジタルカメラ、スキャナー等のデ
ータの利用方法 
③インターネット上の情報の扱い方 
 
 
１ 利用するときのモラル 
２ 発信するときのモラル 
３ 人権や個人情報の保護 
４ 知的財産の保護 
 
 
 
 
 
 
 
 
実技課題③ 
「ＳＤＧｓ探究課題のプレゼンテーショ
ン資料を作成しよう」 
①パワーポイントの効果的な使用方法 
②インターネット上の情報の扱い方 
③パワーポイントの応用機能でわかりや
すい資料を作成 
 
＊作品は相互評価を行なう 
 
 
 

 
③課題に対し、効果的な処理方法を的確
に選択し構想を立てようとしている。 
③全体的な内容を閲覧者の立場から総合
的に判断し、工夫している。 
①素材を編集する方法を工夫し、効率的
な方法を考えている。 
②③ソフトウェアのさまざまな機能を組
み合わせて画面の配色や特殊効果の設定
など、効果的な処理をしている。 
①機材のさまざまな操作ができ、目的に
応じた素材の編集をしている。 
①マルチメディアを表現し、発信するた
めの手順について理解している。 
 
 
 
①②作品に適したメディアの種類やディ
ジタル化の方法、複合の方法を決定する
ことができる。 
①②設計に基づき、適切なソフトウェア
を用いて、多様なメディアを複合し、表現
や発信ができる。 
①ネットワークの基本構成、インターネ
ットの構成、ｗｅｂページのしくみがわ
かる。 
①著作権など情報発信者としての責任に
ついての知識を身につけている。 
 
①機材のさまざまな操作ができ、目的に
応じた素材の編集をしている。 
③課題に対し、効果的な処理方法を的確
に選択し構想を立てようとしている。 
③全体的な内容を閲覧者の立場から総合
的に判断し、工夫している。 
①素材を編集する方法を工夫し、効率的
な方法を考えている。 
②③ソフトウェアのさまざまな機能を組
み合わせて画面の配色や特殊効果の設定
など、効果的な処理をしている。 
①機材のさまざまな操作ができ、目的に
応じた素材の編集をしている。 
①マルチメディアを表現し、発信するた
めの手順について理解している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課題提出 
 
実技テスト 
文書デザイン検定 
３級程度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課題提出 
 
 

 
 
ABCDF 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ABCD 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ABCDFH
KLM 
 
 

 
 


